
平成２８年第２回（６月）定例会一般質問 
６月１５日 （水） 

 20 番 小野泰秀 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ 空き家対策に

ついて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 国の「空き家対策措置法」が完全施行

され 1 年が経ちました。本市においても

空き家が増え、特に管理されていない空

き家が目につくようになりました。今後

はさらに建物の老朽化が進み、近い将来

倒壊の危険性や治安の悪化が予想され

ます。本市の空き家状況の把握はされて

いると思いますが、どのような基準で空

き家とみなしているのか。また現在、「空

き家」と「特定空き家」は何件あるのか。

② 空き家等が放置されて管理不全な状

態にあると、倒壊や火災、不法侵入など、

防犯上様々な危険に遭う恐れがありま

す。こうした空き家の所有者に対し「豊

後大野市空き家等の適正管理に関する

条例」により、助言、指導、更には勧告、

命令を行い、命令に従わないときには住

所及び氏名を公表するとあるが、これま

で行ってきたそれぞれの件数とその成

果は。 
③ 住居用家屋が建っている土地につき

ましては、住居 1 戸当たり 200 平方メ

ートルまでは固定資産税が 6 分の 1、ま

た、200 平方メートルを超える部分につ

いては 3 分の 1 となる特例があります。

しかしながら、こうした住居用地特例制

度が空き家等の撤去の障害になってい

ることから、地方税法が改正され、法に

基づく勧告がなされた場合、当該空き家

等に係る土地については、住宅用地特例

の対象から除外されることになってお

ります。本市における空き家に対する固

 
市 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
市 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定資産税等住宅用地特例の適用除外を

受けた件数は。 
④ 空き家の状態のよいものを利活用に

向けて設置した空き家情報バンクの利

用状況と、また登録の促進に向けて改善

した点、あるいは問題点はあるのか。 
⑤ 空き家とあわせて市内商店街では、空

き店舗が増えており、危険性や景観、防

犯上も大きな社会問題となっています。

解体撤去や再利用するために国の交付

金制度もあるとお聞きしましたが、その

内容について具体的にお教えいただき

たい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ 基金について 
    
 
 

 
① 合併後１２年目を迎え、平成３２年度

の一本算定に向け、地方交付税もすでに

昨年度（平成２７年度）から５年間、１

割、３割、５割、７割、９割と段階的に

削減されていくが、平成２７年度の地方

交付税の削減は２億６千万円であった

が、残りの４年間の毎年の削減金額と、

最終的には一本算定はいくらになると

想定しているのか。 
② 基金には、特定の目的・活用のために

資金を積み立てていく積立基金、それか

ら、定額の資金を運用するための運用基

金の２種類に分かれると思うが、それぞ

れいくつあるのか。 
③ 地方交付税が削減されていく中で一

番重要となる基金は。 
④ 一本算定までの５年間で増額しなけ

ればならない基金はあるのか。 
⑤ 本市の基金は、他の同等の財政規模の

類似団体と比べ保有率はどうなのか。 
 

 
市 長 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
財政課長 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



７ 番 神志那文寛 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ 安全・安心の

避難所を 

 
① 自主避難所の指定について。 
  今回の自主避難所は、どのような判断

で指定しましたか。 
② 避難所として予定されている施設に

ついて。 
  耐震強度に不安がある施設は、耐震の

強化を行うべきではありませんか。 
  避難者が過ごす場所は、せめて畳の部

屋が必要ではありませんか。 
  避難所には、毛布や厚手のマットを、

日ごろから常備しておくべきではあり

ませんか。 
  自治公民館等も含めた避難所の指定

について、総合的に見直す必要があるの

ではないでしょうか。 
③ 民間の会社や施設で、耐震強度がある

建物を、避難所として指定させていただ

くことはできませんか。 
④ 福祉避難所について。 
  福祉避難所は、どのような方が、どの

ような時に利用できるのですか。またそ

のことを、対象の方に、日ごろから周知

できていますか。 
  対象の方は、直接福祉避難所へ避難で

きるようにすべきではありませんか。 

 
市 長 

 
市 長 

 
２ 再生可能エネ

ルギーの促進を 

 
① 市営太陽光発電の状況について。 
  初めて４月１日から一年を通じて発

電を行った２０１５年度の状況につい

て、発電所ごとの発電状況及び稼働率、

並びに特別会計の決算見込みを伺いま

す。 
② 新電力供給会社の設立について。 

 
市 長 

 
①環境衛生

課 長 
②地域創生

課 長 



  市営太陽光発電事業は、売電開始から

２０年間、１kWｈあたり４０円（+税）

で九州電力に買い取っていただく事業

として、市民に説明してきました。市営

太陽光発電の売電先を九州電力から新

電力会社に切り替えることの合理性を、

市民に説明する必要があるのではない

でしょうか。また、九州電力との契約は

解除することになるのでしょうか。その

場合の違約金は発生しないのでしょう

か。 
  現在、市営太陽光発電は１kWｈあた

り４０円（+税）で九州電力が買い取っ

ています。これを新電力会社が買い取っ

た場合、新電力会社はそれ以上の価格で

契約者（一般家庭、会社等）に売らない

と、経営が成り立たないのではないでし

ょうか。 
  連携協定を行うとしている福岡県み

やま市のみやまスマートエネルギーの

料金体系は単身や少人数世帯、収入が少

なく節電に努めている世帯などにとっ

ては恩恵がない料金体系に見えます。こ

の構想が、エネルギーの地産地消によっ

て市外に価値が流出するのを減らし、地

域に価値を回す一環であるなら、全ての

世帯が契約したくなる料金体系、恩恵が

受けられる料金体系にすべきではない

でしょうか。 
  新電力会社の設立により、雇用の場が

増えることは喜ばしいことですが、何人

程度の雇用を見込んでいるのでしょう

か。さらに、その賃金は、相場よりも高

く設定することで、地域に回る価値が多

くなると思いますが、いかがお考えでし

ょうか。 
 

 



 １７番 宮成昭義 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ 大分都市広域

圏ビジョンにおけ

る豊後大野市とし

ての事業推進につ

いて 

 
 第２次豊後大野市総合計画で、広域連携

の推進、新たな広域連携制度を活用し、連

携中枢都市の大分市と本市をはじめ８市

町が一体となって「大分都市広域圏」を形

成するとあり、３月２９日大分市を「中枢

都市」とした大分都市広域圏連携協約の調

印が行われ、今後５年間に取り組む３１事

業をまとめた「大分都市広域圏ビジョン」

が決定されました。 
 豊後大野市として３１事業をどのよう

に進めて行くのか、その考えと４月以降の

取組状況について伺います。 

 
市 長 

 
市 長 

 
２ 地域医療構想

について 

 
 ２０１４年に成立した医療介護総合確

保推進法に基づき、地域医療構想策定に必

要な協議を行うため、豊肥地区においても

２０名からなる委員で地域医療構想調整

会議を立ち上げ、これまで３回の会議を開

催したとのこと、大分県が策定する地域医

療構想について豊後大野市民病院として

は、どのような取組状況にあるのか伺いま

す。 
 地域医療構想を踏まえ、公立病院として

地域及び市民のために、今後どのような構

想の中で病院づくりをしていくのか、見解

を伺います。 
 

 
病院事業管

理者 

 
病院事業管

理者 

 
３ 道路改良（下

山～片島線）に伴

う進捗状況につい

て 

 
 道路改良により着工がなされている農

免道路（下山～片島線）への取り付け工事

における進捗状況について伺います。 
 

 
市 長 

 
建設課長 

 



３番 赤峰映洋  議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ 文化財の保存

や管理は現在どの

ようになっている

のか 

 
① 遺跡等の遺物や歴史資料の保管場所

は十分確保されているのか伺う。 
② 本市に多数存在する石橋や石仏の保

存管理について伺う。 
③ 歴史民俗資料館との連携はどのよう

になっているのか伺う。 

 
教育委員長 

 
教育長 

 
２ 太陽光発電は

順調に推移してい

るのか 

 
① 想定売電額は達成しているのか伺う。

② 想定外の問題は起きていないのか伺

う。 

 
市 長 

 
市 長 

 
３ 住宅団地造成

で定住促進を 

 
① オリジナル住宅構想に伴う大野高校

跡地の計画の進み具合について伺う。 
② 旧県職員住宅跡地を購入し宅地開発

の後、分譲予定であるが、分譲開始を早

くする努力を。 

 
市 長 

 
まちづくり

推進課長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
. 
 
 
 



平成２８年第２回（６月）定例会一般質問 
６月１６日（木） 

 １１番 長野健児 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ オリジナル住

宅構想事業につい

て 

 
 第２次豊後大野市総合計画が策定され、

人口減少に歯止めをかけるべく、定住促進

事業の一環としてオリジナル住宅構想事

業が提案され予算化された。その内容は、

旧大野高校跡地を分譲住宅団地として整

備するものであります。若者定住対策とし

ては大いに評価・希望するものであります

が、同時にそのリスクも大きいものがある

と考えます。従って、市としてどのような

真意のもとに本事業に取組むのか、以下の

点を踏まえて伺います。 
① 本市の市営住宅の入居状況（空室状

況）は。 
② 現在市が実施している定住促進に係

る事業の進捗状況又実績について。 
③ 豊後大野市オリジナルの住宅とはど

んな住宅か。 
④ 分譲地の区画数、面積（１区画当た

り）、価格について、またその算出根拠

は。 
⑤ 中九州横断道路とのアクセスに関す

る問題は。 
⑥ 若者を対象とした市場調査等は行っ

たのか。 
⑦ 住宅団地予定地周辺の環境は整って

いるのか。 
⑧ どのような理由で、大野高校跡地を設

定したのか、またその経緯について。 
⑨ 分譲住宅の販売手段について。 

 
市 長 

 
市 長 

  
 



４番 小野勇治 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ 指定管理施設

の管理運用と市の

関わりについて 

 
 主に観光振興を目的にそれぞれの施設

指定管理を委託する中で、その運用は一概

ではない。市の補助金に依存して運営が必

要である場合、また自立のため、より高い

収益が求められる場合などである。そこ

で、主に次のことについて伺う。 
① 祖母山麓青少年旅行村（ほしこが）の

指定管理解約に係る経過は。 
② 俚楽の郷伝承体験館代表者の交代に

ついてその経過は。 
③ 井崎河川公園指定管理の計画された

ものとの実績の整合は。 
 

 
市 長 

 
市 長 

 
２ 新農業振興計

画について 

 
 第３次豊後大野市農業振興計画が策定

された。本市の農業振興は全ての分野にお

ける根幹であることは、市長自ら発信する

言葉である。しかし、現実は多くの課題を

抱えて、現場は将来への展望に危機感を持

っている。それは第２次計画の５年前より

さらに深刻である。 
 そこで、第３次計画の内容について伺

う。 
① 第２次計画と第３次計画の違いは何

か。 
② 第３次計画の目標とするものは何か。

③ 本市の実質的担い手である高齢者の

具体的対策は。 
 
 

 
市 長 

 
農業振興課

長 

 
 
 
 



 ９番 衞藤竜哉 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ 豊後大野市の

観光を考える 

 
 昨今、市の観光について、何かと大きな

議論がなされている。豊後大野市の観光

が、どのように変化していくのか。地域と

市民と協働の想いの中、イベント、観光ス

ポット、文化財、ジオ、エコパークの推進

について市の考えを伺う。 
① 今年のチューリップフェスタの反響 
は。 

② その期間、その他の観光客の数的報告

は。 
③ 指定管理委託のそれぞれの内容、範囲

の確認は。 
④ 市内の魅力を発信する、情報提供の場

は。 
 

 
市 長 

 
商工観光課

長 

 
２ 災害の対応策

を考える 
 
 
 
 

 
 ４月１４日・１６日に熊本・大分に多大

な被害を起した活断層による大地震は、想

定外の大惨事となり、長い期間余震は続

き、水道・電気・道路等のライフラインの

復旧にかなりの時間がかかりそうです。被

災された方々へ追悼とお見舞いを申し上

げるとともに、早急な復興がなされること

を望みます。 
 さて、豊後大野市は大丈夫なのでしょう

か。市内でも建物や農地等、被災された方

がいるとお聞きしますが、このような大地

震後の対応ができるのか、大丈夫なのか、

不安になります。 
 これを教訓にして、どのようなことが必

要なのか、どのような訓練をしておくべき

なのか、今一度、市の災害対策マニュアル

等を再チェックしたいと思います。 

 
市 長 

 
市 長 



その内容を伺います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成２８年第２回（６月）定例会一般質問 
６月１７日（金） 

 １５番 衞藤正宏 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ 地域振興と観

光交流人口の拡大

について 

 
① 地域資源を活かした地域振興の現状

と課題は。 
② 昨年度設置した大分市・東京浅草の情

報発信の具体例と今後の推進計画は。 
③ 「里の旅公社」今後の推進計画と情報

発信はどうするのかお伺いします。 

 
市 長 

 
市 長 

 
２ 子育て支援に

ついて 

 
① 待機園児の対応と今後の支援につい

て伺う。 
 

 
市 長 

 
社会福祉課

長 

 
 
 ５番 内田俊和 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１．熊本・大分地

震について 

 
① 熊本・大分地震発生の市内の状況はど

うでしたか。 
② 防災対策は豊後大野市では大丈夫で

したか。 
③ 情報システムについて伺う。 
④ 危機管理はどのようになっていまし 
たか。 

⑤ 今回の熊本・大分地震の教訓をどのよ

うに生かすか。 
⑥ 避難状況はいかがでしたか。 
⑦ 自主防災組織はどう機能したか、その

点検、防災士の活用はいかがですか。 
 

 
市 長 

 
市 長 

 
 



 １９番 渡辺一文 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ 市の所有の公

園について 

 
 現在市の公園管理はどのような順に整

備しているのか。 

 
市 長 

 
商工観光課

長 

 
２ 保健師につい

て 

  
保健師の数をもっと増やした方が良い

のでは。 

 
市 長 

 
市 長 

 
３ 豊後大野市内

の農産業をどう思

うか 

 
 農産業は、年々所得は減少しているが、

もっと市としては力を入れるべきではな

いか。 

 
市 長 

 
農業振興課

長 

  
 
 
６番 朝倉秀康 議員 

質問事項 質問の趣旨 
答 弁 を 
求めた者 

答弁者 

 
１ どう向き合う

伊方原発に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１９８６年チェルノブイリ原発が爆発

した。この処理に３０年間に６０万人が処

理にかかわったが、まだ１００年単位、数

世代に渡ってのときを要するという。 
 ２０１６年４月２６日、３０周年犠牲者

追悼式でポロシェンコ大統領は、チェルノ

ブイリと東京電力福島原発での２つの事

故は、人類にとってこれからも数世代の長

きの挑戦となる。世界最大の人災であると

述べている。 
 ２０１１年東北地震による福島第１原

発がメルトダウンした。５年経過した今日

でも事故処理は継続されている。 
 チェルノブイリと同じように今後１０

 
市 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
市 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０年以上数世代に渡り、事故処理していか

なければならない先の見えない永久的な

ものであろうと考える。 
 現在世界で４４０基、日本では４３基の

原発がある。 
 今世界では、安全優先か経済効率か２つ

の潮流が続いている。 
 ちなみに、ドイツ、イタリア、スイスは

日本の原発事故を見て、あの日本でさえ、

手に負えないものは廃止すべきと言って、

すべて停止する処置を取っているという。

① 今、熊本地震により各活断層が連動し

て活発な活動を続けている。この中で、

日本最大の中央構造線活断層帯が、別

府、四国、関西へと走り抜けている。そ

の線上近くに伊方原発がある 
 本年７月に再稼働を行うことを愛媛県

中村知事は認め、四国電力は第３原発の

再稼働を行うと言っています。市長はど

のように受け止めていますか。 
② 伊方原発が再起動し、メルトダウンし

たら豊後大野市はどういう事態を想定

し、市民を守るためにどのような対応を

考えているかお伺いします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
２ 市道牛首線に

ついて 

 
① 全面通行止めが続いている市道牛首

線については、旧道もふさがれていて迂

回路もかなり遠回りで、三重町（市役所）

へ行くのに沿線住民は非常に不便を強

いられている。工事中であれば仕方ない

にしても、工事を中断している間は旧道

部分については通行できるよう配慮す

べきと考えるが、市の見解を伺います。

② 長期にわたって改良工事を進め住民

は早期完成を待ち望んでいるが、あと何

年かかるのか。また、旧道部分だけでも

早く仕上げ、工事中であっても旧道部分

については通行できるように先行して

行うべきと考えるが、市の見解は。 
③ 牛首線の名前を変えてもらいたいと

の声もあるが、由緒ある名前であり、そ

の由来を説明すれば納得してくれると

思うが、その見解は。 
 
 

 
市 長 

 
建設課長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


